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(57)【要約】
【課題】本発明は、外部から目立たない操作手段を有す
る携帯電子機器を提供することを目的とする。
【解決手段】携帯電話機１は、ボディ部２と、ボディ部
２を構成し、表示面１１ａが外部から視認可能に配置さ
れる変形可能なフレキシブルディスプレイ１１と、ボデ
ィ部２を構成し、フレキシブルディスプレイ１１におけ
る表示面１１ａと反対側の背面側を覆うように配置され
、変形可能な筐体３と、ボディ部２における変形を検出
する変形検出部１５０と、変形検出部１５０からの検出
結果に基づいてボディ部２における変形を検知可能に構
成されると共に、ボディ部２における変形を検知した場
合、所定の表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に
対して行うＣＰＵ２００と、を備える。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボディ部と、
　前記ボディ部を構成し、表示面が外部から視認可能に配置される変形可能なフレキシブ
ルディスプレイと、
　前記ボディ部を構成し、前記フレキシブルディスプレイにおける表示面と反対側の背面
側を覆うように配置され、変形可能な筐体と、
　前記ボディ部における変形を検出する変形検出部と、
　前記変形検出部からの検出結果に基づいて前記ボディ部における変形を検知可能に構成
されると共に、前記ボディ部における変形を検知した場合、所定の表示制御を前記フレキ
シブルディスプレイに対して行う制御部と、を備える
携帯電子機器。
【請求項２】
　前記制御部は、
　　前記検知したボディ部の変形に応じて、前記所定の表示制御として、
　　　表示態様の変更、
　　　アプリケーションの起動又は動作による表示内容の変更、
　　　モード変更による表示態様の変更
　の少なくともいずれかの表示制御を前記フレキシブルディスプレイに対して行う
請求項１に記載の携帯電子機器。
【請求項３】
　複数のアプリケーションを動作させるアプリケーション動作部と、を備え、
　前記制御部は、前記検知したボディ部の変形に応じて、所定のアプリケーションを起動
又は所定の動作をさせるよう前記アプリケーション動作部を制御する
請求項２に記載の携帯電子機器。
【請求項４】
　前記ボディ部に搭載される加速度センサと、を備え、
　前記制御部は、前記加速度センサからの測定結果に基づいて前記ボディ部における姿勢
を検知すると共に、当該姿勢及び前記検知したボディ部の変形態様に応じて、前記所定の
アプリケーションを起動又は所定の動作をさせるよう前記アプリケーション動作部を制御
する
請求項３に記載の携帯電子機器。
【請求項５】
　前記制御部は、通常モードと省電モードとにモード切り替え可能であって、前記検知し
たボディ部の変形に応じて、モード切り替えを行う
請求項２に記載の携帯電子機器。
【請求項６】
　前記筐体は、
　　複数の筐体片と、
　　前記複数の筐体片を相互位置関係が変形可能となるよう接合する可動接合部と、を備
える
請求項１から５のいずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項７】
　前記可動接合部は、前記フレキシブルディスプレイの背面側に配置される柔軟部材であ
り、
　前記複数の筐体片は、前記柔軟部材における前記フレキシブルディスプレイと反対側に
、それぞれ隙間を有して取り付けられる
請求項６に記載の携帯電子機器。
【請求項８】
　前記フレキシブルディスプレイに搭載され、前記フレキシブルディスプレイと一体的に
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変形可能であると共に、外部からの入力を受け付けるフレキシブルタッチパネルと、をさ
らに備える
請求項１から７のいずれかに記載の携帯電子機器。
【請求項９】
　前記制御部は、前記ボディ部が変形していることを検知した場合、前記フレキシブルタ
ッチパネルからの入力を無効とする
請求項８に記載の携帯電子機器。
【請求項１０】
　前記ボディ部の内部に収容配置され、発光した光が前記隙間を介して外部から視認可能
なように配置される発光部と、を備える
請求項７に記載の携帯電子機器。
【請求項１１】
　電子部品が実装されるフレキシブル基板であって、前記フレキシブルディスプレイにお
ける背面側に配置され、前記隙間に重畳しない領域には前記制御部を含む電子部品が実装
されるフレキシブル基板と、を備える
請求項７に記載の携帯電子機器。
【請求項１２】
　前記隙間に重畳しない領域であって、前記複数の筐体片における１の筐体片内部に収容
配置されるバッテリと、を備える
請求項１１に記載の携帯電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯電話機等の携帯電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電子機器において、操作部を極力目立たなくしたいという要望がかねてから存在す
る。
　これに対し、タッチパネルを備える携帯電子機器が提案されている（例えば、特許文献
１参照）。この携帯電子機器によれば、物理キー（例えば、押圧式のボタンやスライド式
のスイッチ）は、最低限にすることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－０３８７９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の携帯電子機器において、タッチパネルによる操作は利便性が高い
が、省電力状態ではタッチパネルもオフされるため、省電力状態からの非省電力状態（通
常状態）への復帰はタッチパネルだけでは困難であるという不都合があった。
　そのため、タッチパネルを備える携帯電子機器であっても、通常はタッチパネルの他に
物理キーを備える場合が多い。
　あるいは、一般ユーザにとっては物理キーの操作性が良いとの理由で、携帯電子機器に
おいて、タッチパネルの他に物理キーが搭載されている場合がある。
　このように、携帯電子機器においてタッチパネルが採用されたとしても、結局は物理キ
ーもあわせて搭載される場合が多い。
　ここで、物理キーは、操作性には優れるが、外部から目立つので、美観を損ねる場合が
あった。
【０００５】



(4) JP 2012-199697 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　本発明は、外部から目立たない操作手段を有する携帯電子機器を提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、ボディ部と、前記ボディ部を構成し、表示面が外部から視認可能に配置され
る変形可能なフレキシブルディスプレイと、前記ボディ部を構成し、前記フレキシブルデ
ィスプレイにおける表示面と反対側の背面側を覆うように配置され、変形可能な筐体と、
前記ボディ部における変形を検出する変形検出部と、前記変形検出部からの検出結果に基
づいて前記ボディ部における変形を検知可能に構成されると共に、前記ボディ部における
変形を検知した場合、所定の表示制御を前記フレキシブルディスプレイに対して行う制御
部と、を備える携帯電子機器に関する。
【０００７】
　また、携帯電子機器において、前記制御部は、前記検知したボディ部の変形に応じて、
前記所定の表示制御として、表示態様の変更、アプリケーションの起動又は動作による表
示内容の変更、モード変更による表示態様の変更の少なくともいずれかの表示制御を前記
フレキシブルディスプレイに対して行うことが好ましい。
【０００８】
　また、携帯電子機器は、複数のアプリケーションを動作させるアプリケーション動作部
と、を備え、前記制御部は、前記検知したボディ部の変形に応じて、所定のアプリケーシ
ョンを起動又は所定の動作をさせるよう前記アプリケーション動作部を制御することが好
ましい。
【０００９】
　また、携帯電子機器は、前記ボディ部に搭載される加速度センサと、を備え、前記制御
部は、前記加速度センサからの測定結果に基づいて前記ボディ部における姿勢を検知する
と共に、当該姿勢及び前記検知したボディ部の変形態様に応じて、前記所定のアプリケー
ションを起動又は所定の動作をさせるよう前記アプリケーション動作部を制御することが
好ましい。
【００１０】
　また、携帯電子機器において、前記制御部は、通常モードと省電モードとにモード切り
替え可能であって、前記検知したボディ部の変形に応じて、モード切り替えを行うことが
好ましい。
【００１１】
　また、携帯電子機器において、前記筐体は、複数の筐体片と、前記複数の筐体片を相互
位置関係が変形可能となるよう接合する可動接合部と、を備えることが好ましい。
【００１２】
　また、携帯電子機器において、前記可動接合部は、前記フレキシブルディスプレイの背
面側に配置される柔軟部材であり、前記複数の筐体片は、前記柔軟部材における前記フレ
キシブルディスプレイと反対側に、それぞれ隙間を有して取り付けられることが好ましい
。
【００１３】
　また、携帯電子機器は、前記フレキシブルディスプレイに搭載され、前記フレキシブル
ディスプレイと一体的に変形可能であると共に、外部からの入力を受け付けるフレキシブ
ルタッチパネルと、をさらに備えることが好ましい。
【００１４】
　また、携帯電子機器において、前記制御部は、前記ボディ部が変形していることを検知
した場合、前記フレキシブルタッチパネルからの入力を無効とすることが好ましい。
【００１５】
　また、携帯電子機器は、前記ボディ部の内部に収容配置され、発光した光が前記隙間を
介して外部から視認可能なように配置される発光部と、を備えることが好ましい。
【００１６】
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　また、携帯電子機器は、電子部品が実装されるフレキシブル基板であって、前記フレキ
シブルディスプレイにおける背面側に配置され、前記隙間に重畳しない領域には前記制御
部を含む電子部品が実装されるフレキシブル基板と、を備えることが好ましい。
【００１７】
　また、携帯電子機器は、前記隙間に重畳しない領域であって、前記複数の筐体片におけ
る１の筐体片内部に収容配置されるバッテリと、を備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、外部から目立たない操作手段を有する携帯電子機器を提供することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】携帯電話機１における正面図である。
【図２】携帯電話機１における背面図である。
【図３】携帯電話機１における側面図である。
【図４】携帯電話機１における変形状態の一態様を示す図である。
【図５】図２におけるＡ－Ａ断面図である。
【図６】図２におけるＢ－Ｂ断面図である。
【図７】フレキシブルプリント基板１６の正面図である。
【図８】携帯電話機１における機能ブロック図である。
【図９】メモリ３００に記憶される検知内容－制御内容テーブル５２５を説明する図であ
る。
【図１０】携帯電話機１における動作の概要を説明するフローチャートである。
【図１１Ａ】携帯電話機１を第1変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である
。
【図１１Ｂ】携帯電話機１における第1変形態様を説明する模式図である。
【図１１Ｃ】携帯電話機１を第1変形態様に変形させることでメールアプリケーションが
起動された状態を説明する図である。
【図１２Ａ】携帯電話機１を第２変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である
。
【図１２Ｂ】携帯電話機１における第２変形態様を説明する模式図である。
【図１２Ｃ】携帯電話機１を第２変形態様に変形させることでカメラアプリケーションが
起動された状態を説明する図である。
【図１３Ａ】携帯電話機１を第３変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である
。
【図１３Ｂ】携帯電話機１における第３変形態様を説明する模式図である。
【図１３Ｃ】携帯電話機１を第３変形態様に変形させることで受話処理された状態を説明
する図である。
【図１４Ａ】携帯電話機１を第４変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である
。
【図１４Ｂ】携帯電話機１における第４変形態様を説明する模式図である。
【図１４Ｃ】携帯電話機１を第４変形態様に変形させることで表示態様が拡大表示態様に
なった状態を説明する図である。
【図１５Ａ】携帯電話機１を第５変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である
。
【図１５Ｂ】携帯電話機１における第５変形態様を説明する模式図である。
【図１５Ｃ】携帯電話機１を第５変形態様に変形させることで省電モードから通常モード
（待受画面表示）になった状態を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
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　以下、本発明の携帯電子機器としての携帯電話機１について説明する。
　まず、図１から図７により、携帯電話機１における構造について説明する。
　図１は、携帯電話機１における正面図である。図２は、携帯電話機１における背面図で
ある。図３は、携帯電話機１における側面図である。図４は、携帯電話機１における変形
状態の一態様を示す図である。図５は、図２におけるＡ－Ａ断面図である。図６は、図２
におけるＢ－Ｂ断面図である。図７は、フレキシブルプリント基板１６の正面図である。
【００２１】
　図１から図３に示すように、携帯電話機１は、ボディ部２を備える。
　携帯電話機１は、ボディ部２における表面２Ａ側に配置されるフレキシブルディスプレ
イ１１と、フレキシブルタッチパネル１２と、マイク１３と、スピーカ１４とを備える。
　また、携帯電話機１は、ボディ部２における裏面３Ｂ側に配置される筐体３と、カメラ
部２０とを備える。
【００２２】
　ボディ部２は、変形可能に構成される。具体的には、ボディ部２は、湾曲させたり、一
部を折り曲げたりすることが可能に構成される（図４、図１１Ａから図１５Ｃ参照）。
　ボディ部２は、外郭が、表面２Ａ側に配置された保護パネル１５（図５及び図６参照）
と、裏面２Ｂ側に配置された筐体３とにより構成される。
　ボディ部２における表面２Ａには、フレキシブルディスプレイ１１及びフレキシブルタ
ッチパネル１２が配置される。
　ボディ部２は、後述するフレキシブルプリント基板１６（フレキシブル基板）、フレキ
シブルプリント基板１６に実装された電子部品（ＣＰＵ２００（制御部）、カメラ部２０
や発光部２５等）、ラバーシート部１７（シート状の柔軟部材、筐体３の一部を構成）及
びバッテリ８０等を内部に収容する。
【００２３】
　フレキシブルディスプレイ１１は、ボディ部２を構成する。フレキシブルディスプレイ
１１は、表示面１１ａが外部から視認可能にボディ部２に収容配置される。フレキシブル
ディスプレイ１１は、柔軟に変形可能な表示デバイスである。
　フレキシブルディスプレイ１１は、例えば、液晶、有機ＥＬ（エレクトロルミネッセン
ス）や電子インクを用いた表示デバイスである。
　本実施形態において、フレキシブルディスプレイ１１には、フレキシブルタッチパネル
１２が搭載される。
　また、フレキシブルディスプレイ１１における外表面側には、フレキシブルディスプレ
イ１１を保護する保護パネル１５が配置される。
【００２４】
　フレキシブルタッチパネル１２は、フレキシブルディスプレイ１１に搭載され、フレキ
シブルディスプレイ１１と一体的に変形可能に構成される。
　フレキシブルタッチパネル１２は、フレキシブルディスプレイ１１における表示面１１
ａに対応して配置される。
【００２５】
　フレキシブルタッチパネル１２は、外部からの入力を受け付ける。フレキシブルタッチ
パネル１２は、ユーザからの操作を受け付ける操作部受付部として機能する。
　具体的には、フレキシブルタッチパネル１２は、保護パネル１５に対するユーザの指や
タッチペン等の接触を検出する。フレキシブルタッチパネル１２は、静電容量方式、抵抗
膜方式や電磁誘導方式等を採用できる。
【００２６】
　保護パネル１５は、フレキシブルディスプレイ１１及びフレキシブルタッチパネル１２
の外表面側（表面２Ａ側）に配置される。
　本実施形態において、保護パネル１５は、フレキシブルディスプレイ１１と共に変形可
能に構成される。
　また、保護パネル１５は、ユーザの指等が接触される部分である。



(7) JP 2012-199697 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

【００２７】
　マイク１３は、携帯電話機１のユーザが通話時に発した音声の入力を受け付ける。
　スピーカ１４は、携帯電話機１のユーザにおける通話相手が発した音声を出力する。
【００２８】
　筐体３は、ボディ部２を構成する。筐体３は、ボディ部２における裏面２Ｂ側に配置さ
れる。筐体３は、フレキシブルディスプレイ１１における表示面１１ａと反対側の背面側
を覆うように配置される。筐体３は、複数の電子部品等をボディ部２の内部に収容するた
めのケース部材である。
　筐体３は、変形可能に構成される。具体的には、ボディ部２は、湾曲させたり、一部を
折り曲げたりすることが可能に構成される。
【００２９】
　図２、図５及び図６に示すように、筐体３は、可撓性を有さない複数の筐体片３０ａ、
３０ｂ、３０ｃ、３０ｄと、ラバーシート部１７（柔軟性シート状部材）と、複数の筐体
片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄを接合する可動接合部４０と、隙間部３５と、を備え
る。
【００３０】
　図２に示すように、筐体３は、中央部に配置される筐体片３０ａと、筐体片３０ａを囲
むように配置される４つの筐体片３０ｂと、４つの筐体片３０ｂを囲むように配置される
４つの筐体片３０ｃと、４つの筐体片３０ｃの幅方向外側に配置される４つの筐体片３０
ｄと、を備える。
　筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれは、互いに所定間隔をあけて（隙間部
３５を有して）配置される。
　ここで、筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄは、ボディ部２において所望される変
形態様に応じて、形状、個数、配置パターン（隙間部３５の間隔も含め）が設定される。
【００３１】
　図５及び図６に示すように、筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれは、後述
するフレキシブルプリント基板１６側が開口した箱状に形成される。
　筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれは、ボディ部２における裏面２Ｂの外
表面を構成する外壁部と、厚さ方向に延びラバーシート部１７に載置される側壁部とを有
する。
　具体的には、筐体片３０ａは、外壁部３１ａと、側壁部３２ａとを有する。筐体片３０
ｂは、外壁部３１ｂと、側壁部３２ｂとを有する。筐体片３０ｃは、外壁部３１ｃと、側
壁部３２ｃとを有する。筐体片３０ｄは、外壁部３１ｄと、側壁部３２ｄとを有する。
　筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれは、図２に示すような配置で、可動接
合部４０において、筐体３として変形可能に互いに接合される。
【００３２】
　また、後述の通り、筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれは、ＣＰＵ（制御
部）２００、カメラ部２０や発光部２５等の電子部品やバッテリ８０を収容するように配
置される（図５及び図６参照）。
　また、所定の筐体片（図５においては筐体片３０ｃ、３０ｄ）は、側壁部に形成される
光透過部を有する（図５において光透過部３３ｃ、３３ｄ）。光透過部は、発光部２５か
らの光を透過させる。光透過部は、透明、乳白色、所定の色が付された透明度の高い樹脂
等により構成される。
【００３３】
　可動接合部４０は、上述の通り、筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄそれぞれが筐
体３として変形可能に互いに接合される接合部である。
　図５に示すように、可動接合部４０は、後述するラバーシート部１７に、筐体片の側壁
部における端面が接合することで構成される。
　可動接合部４０において、互いに隣接する筐体片同士は、所定間隔だけ離間して配置さ
れる。複数の筐体片３０ａ、３０ｂ、３０ｃ、３０ｄは、ラバーシート部１７におけるフ
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レキシブルディスプレイ１１と反対側に、隙間部３５を有して取り付けられる。
【００３４】
　ラバーシート部１７は、フレキシブルディスプレイ１１の背面側（裏面２Ｂ側）に配置
される。具体的には、ラバーシート部１７は、フレキシブルディスプレイ１１の背面側（
裏面２Ｂ側）に配置されるフレキシブルプリント基板１６の背面側に積層配置される。
【００３５】
　ラバーシート部１７は、上述の通り、複数の筐体片における側壁部の端面が載置され接
合される（取り付けられる）柔軟性を有するシート部材である。
　つまり、ラバーシート部１７は、可動接合部４０に対応して形成される。ラバーシート
部１７は、互いに隣接する筐体片における側壁部同士が所定距離だけ離間して配置される
領域を有して構成される。
　本実施形態においては、ラバーシート部１７は、図７に示すフレキシブルプリント基板
１６のスリット１６ｂに沿って所定幅で形成される領域と、外縁に沿って所定幅で形成さ
れる領域とを有する形状である。
【００３６】
　図５及び図６に示すように、隙間部３５は、互いに隣接する筐体片同士の間に形成され
る。
　隙間部３５は、可動接合部４０において筐体片が接合して形成された筐体３が変形した
場合、幅（互いに隣接する筐体片同士の間の距離）が変更するよう構成される。
　隙間部３５は、筐体３における変形度合いを規定する。隙間部３５の幅（距離）が広い
場合には筐体３（ボディ部２）における変形度合いが大きく、隙間部３５の幅（距離）が
狭い場合には筐体３（ボディ部２）における変形度合いが小さくなる。
【００３７】
　また、隙間部３５は、後述する筐体３（ボディ部２）に収容された発光部２５から発光
された光を外部から視認可能なように導光可能に構成される。
　具体的には、図５に示すように、隙間部３５は、発光部２５から発光した光であって光
透過部３３ｃを透過した光をボディ部２の裏面２Ｂ側に導光する。これにより、隙間部３
５は、ボディ部２の内部に配置される発光部２５から発光した光を外部に視認可能に導光
する。
【００３８】
　図５及び図６に示すように、フレキシブルプリント基板１６は、ボディ部２の内部に配
置される。フレキシブルプリント基板１６は、柔軟性を有するプリント基板である。
　フレキシブルプリント基板１６には、ＣＰＵ２００（制御部）を含む電子部品が実装さ
れる。フレキシブルプリント基板１６には、ＣＰＵ２００、カメラ部２０や発光部２５等
が実装される。
　フレキシブルプリント基板１６は、フレキシブルディスプレイ１１における背面側（裏
面２Ｂ側）に配置される。
【００３９】
　図７に示すように、フレキシブルプリント基板１６は、実装領域１６ａと、スリット１
６ｂとを有する。
　実装領域１６ａは、電子部品が実装される領域である。
　スリット１６ｂは、フレキシブルプリント基板１６が折り曲げ等の変形がしやすいよう
に形成された切れ目である。スリット１６ｂは、電子部品が実装されない領域である。
　また、スリット１６ｂは、可動接合部４０に対応して形成される。スリット１６ｂは、
可動接合部４０に重畳する領域に形成される。
　詳細には、スリット１６ｂは、可動接合部４０に重畳する領域であって、可動接合部４
０における隣接する筐体片の側壁部同士の間に対応（重畳）する領域に形成される。
　また、スリット１６ｂにおける背面側（裏面２Ｂ側）には、上述のラバーシート部１７
が配置される。
【００４０】
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　図５に示すように、発光部２５は、ボディ部２に収容配置される。本実施形態において
、発光部２５は、フレキシブルプリント基板１６に実装される。
　図５において、発光部２５、２５は、筐体片３０ｃ、３０ｄに収容されるように配置さ
れる。
　発光部２５、２５は、上述した光透過部３３ｃ、３３ｄそれぞれに近接して配置される
。発光部２５、２５は、発光した光が光透過部３３ｃ、３３ｄを介して外部（隙間部３５
）に透過可能な位置に配置される。発光部２５は、隙間部３５を介して外部に発光した光
が視認可能なように配置される。
【００４１】
　図６に示すように、バッテリ８０は、ボディ部２において可動接合部４０に重畳しない
領域に配置される。
　本実施形態において、バッテリ８０は、筐体３における中央（図２参照）に配置される
筐体片３０ａに収容配置される。体積が大きく重量も大きなバッテリは、ボディ部２にお
ける中央部に配置される。これにより、携帯電話機１は、好適な重量バランスで構成され
る。
【００４２】
　続いて、図８及び図９により、携帯電話機１の機能構成について説明する。
　図８は、携帯電話機１における機能ブロック図である。図９は、メモリ３００に記憶さ
れる検知内容－制御内容テーブル５２５を説明する図である。
【００４３】
　まず、図８に示すように、携帯電話機１は、上述したフレキシブルディスプレイ１１と
、フレキシブルタッチパネル１２と、マイク１３と、スピーカ１４と、カメラ部２０とを
備える。
　また、携帯電話機１は、通信部１００と、変形検出部１５０と、加速度センサ１６０と
、ＣＰＵ２００（制御部）と、メモリ３００と、アプリケーション動作部４００と、を備
える。
【００４４】
　通信部１００は、所定の使用周波数帯により外部装置と通信を行うメインアンテナ部９
０と、変調処理又は復調処理等の信号処理を行う通信処理部１０１と、を備える。
　メインアンテナ部９０は、所定の使用周波数帯（例えば、８００ＭＨｚ）で不図示の基
地局と通信を行う。メインアンテナ部９０は、所定の使用周波数帯で基地局を介して外部
の通信機器と通信を行う。
　通信処理部１０１は、所定の機能部から供給された信号を変調処理しメインアンテナ部
９０等を介して基地局に送信すると共に、メインアンテナ部９０により受信された信号を
復調処理し所定の機能部に供給する。
【００４５】
　変形検出部１５０は、ボディ部２における変形を検出する検出部である。
　変形検出部１５０は、フレキシブルディスプレイ１１における変形を検出してもよく、
フレキシブルプリント基板１６の変形を検知してもよく、また、筐体３における変形を検
知してもよい。
　変形検出部１５０として、例えば、歪ゲージ等のセンサを用いることができる。このセ
ンサは、フレキシブルディスプレイ１１の変形検出を行う場合にはフレキシブルディスプ
レイ１１に、フレキシブルプリント基板１６の変形を検出する場合にはフレキシブルプリ
ント基板１６に配される。
　変形検出部１５０は、検出結果情報をＣＰＵ２００に出力する。
【００４６】
　加速度センサ１６０は、ボディ部２に搭載される。加速度センサ１６０は、本実施形態
において、ボディ部２の姿勢を検出するための３軸加速度センサである。
　加速度センサ１６０は、検出結果情報をＣＰＵ２００に出力する。
【００４７】
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　ＣＰＵ２００（制御部）は、携帯電話機１の全体を制御しており、また、上述したフレ
キシブルディスプレイ１１に対して表示制御を行う。
　ＣＰＵ２００は、表示制御部２１０と、入力受付部２２０と、変形検知部２３０と、姿
勢検知部２４０と、アプリケーション制御部２５０と、モード変更部２６０と、を含む。
なお、ＣＰＵ２００（制御部）は、上述の通り、フレキシブルプリント基板１６に実装さ
れる。
【００４８】
　表示制御部２１０は、所定の表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に対して行う。
　表示制御部２１０は、表示面１１ａに表示される表示内容（表示態様を含む）を変更さ
せるようフレキシブルディスプレイ１１を表示制御する。また、表示制御部２１０は、表
示面１１ａにおける表示方向を制御する（上下逆転、縦横回転）。例えば、表示制御部２
１０は、後述する姿勢検知部２４０が加速度センサ１６０からの検出結果情報により上下
逆転した姿勢を検知した場合、表示面１１ａにおける表示方向を上下逆転させるようフレ
キシブルディスプレイ１１を表示制御する。
【００４９】
　表示制御部２１０は、後述する変形検知部２３０によりボディ部２の変形が検知された
場合、所定の表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に対して行う。表示制御部２１０
は、変形検知部２３０により検知されたボディ部２の変形態様に応じて、所定の制御をフ
レキシブルディスプレイ１１に対して行う。また、表示制御部２１０は、変形検知部２３
０により検知されたボディ部２の変形態様及び、後述する姿勢検知部２４０により検知さ
れたボディ部２の姿勢に応じて、所定の制御をフレキシブルディスプレイ１１に対して行
う。
　本実施形態において、表示制御部２１０は、図９に示される検知内容－制御内容テーブ
ル５２５を参照して、所定の表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に対して行う。
【００５０】
　表示制御部２１０は、検知されたボディ部２の変形（態様）に応じて、所定の表示制御
として、表示態様の変更、アプリケーションの起動又は動作による表示内容の変更、モー
ド変更による表示態様の変更のいずれかの表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に対
して行う。
【００５１】
　表示制御部２１０は、表示面１１ａにおける表示態様を変更させる表示制御をフレキシ
ブルディスプレイ１１に対して行う。
　具体的には、表示制御部２１０に含まれる表示変更部２１５は、例えば、所定のアプリ
ケーションが動作中において、拡大／縮小表示、表示されるページの変更（送り／戻し）
、表示内容のスクロール等の表示制御をフレキシブルディスプレイ１１に対して行う。
【００５２】
　また、表示制御部２１０は、アプリケーションの起動又は動作に基づく表示制御（表示
内容変更、画面変更）をフレキシブルディスプレイ１１に対して行う。
　具体的には、表示制御部２１０は、画面を、後述するアプリケーション動作部４００に
より起動されたアプリケーションの画面（例えば、初期画面）に切り替えるようフレキシ
ブルディスプレイ１１を表示制御する。
　表示制御部２１０は、例えば、待受画面（壁紙とも言われる）から、メールアプリケー
ションの初期画面、カメラアプリケーションの初期画面、テレビアプリケーションの初期
画面、アドレス帳アプリケーションの初期画面等に変更するようフレキシブルディスプレ
イ１１を表示制御する。
【００５３】
　また、表示制御部２１０は、アプリケーション動作部４００により（動作中の）アプリ
ケーションにおける動作に対応して表示内容（画面）を変更するようフレキシブルディス
プレイ１１を表示制御する。
　表示制御部２１０は、例えば、ロック機能の起動／解除画面を表示させる表示制御や、
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着信画面を受話画面（通話画面）に切り替える表示制御をフレキシブルディスプレイ１１
に対して行う。
【００５４】
　また、表示制御部２１０は、後述するモード変更部２６０によるモード切替に基づいて
表示態様を変更するようフレキシブルディスプレイ１１を表示制御する。
　表示制御部２１０は、例えば、省電モードにおける非表示状態（表示オフ）から通常状
態の表示状態（例えば、待受画面を表示した状態）となるようフレキシブルディスプレイ
１１を表示制御する。
【００５５】
　入力受付部２２０は、フレキシブルタッチパネル１２からの入力を受け付ける。入力受
付部２２０は、フレキシブルタッチパネル１２を介して、ユーザからの入力を受け付ける
。
　また、入力受付部２２０は、変形検知部２３０によりボディ部２が変形していることが
検知された場合、フレキシブルタッチパネル１２からの入力を無効とする。
　ボディ部２が変形している場合（例えば、タッチパネル面が湾曲している場合）、フレ
キシブルタッチパネル１２が正確な座標を検知できず、正確な入力を検知できない可能性
がある。このため、入力受付部２２０は、本実施形態において、ボディ部２が変形してい
る場合には、入力を無効とするよう構成される。
【００５６】
　変形検知部２３０は、変形検出部１５０からの検出結果に基づいて、ボディ部２におけ
る変形を検知可能に構成される。
　また、変形検知部２３０は、変形検出部１５０からの検出結果（検出情報）に含まれる
変形位置の情報や変形度の情報により、ボディ部２における変形態様を検知する。
【００５７】
　変形検知部２３０は、本実施形態において、後述する変形情報記憶部３１０に記憶され
る検出情報－変形態様テーブル（不図示）を参照して、変形検出部１５０からの検出情報
に基づいて、ボディ部２における変形態様を検知する。
　変形検知部２３０は、本実施形態において、例えば、ボディ部２の長手方向における湾
曲（縦曲げ）、短手方向における湾曲（横曲げ）、角部の折り曲げ（いずれか１つ、隣り
合う２つ、対向する２つ）等を検知可能である。
　変形検知部２３０は、検知したボディ部２における変形態様の情報を上述した表示制御
部２１０、後述するアプリケーション制御部２５０やモード変更部２６０に出力する。
【００５８】
　姿勢検知部２４０は、加速度センサ１６０からの測定結果に基づいて、ボディ部２にお
ける姿勢を検知する。
　姿勢検知部２４０は、例えば、ボディ部２の長手方向が垂直方向に沿って配置される縦
姿勢か、ボディ部２の長手方向が水平方向に沿って配置される横姿勢かを検知する。
　姿勢検知部２４０は、検知した姿勢の情報を上述した表示制御部２１０、後述するアプ
リケーション制御部２５０やモード変更部２６０に出力する。
【００５９】
　アプリケーション制御部２５０は、後述するアプリケーション動作部４００を制御する
。
　アプリケーション制御部２５０は、変形検知部２３０により検知されたボディ部２の変
形（態様）に応じて、所定のアプリケーションを起動又は所定の動作をさせるようアプリ
ケーション動作部４００を制御する。
　また、更には、アプリケーション制御部２５０は、上記検知したボディ部２の変形態様
、及び姿勢検知部２４０により検知されたボディ部２の姿勢に応じて、所定のアプリケー
ションを起動又は所定の動作をさせるよう前記アプリケーション動作部を制御する。
　アプリケーション制御部２５０は、変形検知部２３０からの情報、及び変形検知部２３
０からの情報に基づいて、所定のアプリケーションを起動又は所定の動作をさせるようア
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プリケーション動作部４００を制御する。
【００６０】
　また、アプリケーション制御部２５０は、上記に加え、携帯電話機１における状態（表
示状態、アプリケーション動作状態）を検知して、所定のアプリケーションを起動又は所
定の動作をさせるようアプリケーション動作部４００を制御する。
【００６１】
　アプリケーション制御部２５０は、本実施形態において、図９に示す検知内容－制御内
容テーブル５２５を参照して、アプリケーション動作部４００を制御する。
　アプリケーション制御部２５０は、例えば、ボディ部２における姿勢及び変形態様に応
じて、メールアプリケーションを起動、カメラアプリケーションを起動、テレビアプリケ
ーションを起動、アドレス帳アプリケーションを起動、ロック機能アプリケーションを起
動（ロック設定、解除）、受話処理等を行うよう、アプリケーション動作部４００を制御
する。
　ここで、検知内容と制御内容との関係は、後述する（検知内容－制御内容テーブル３２
５の説明参照）。
　また、アプリケーション制御部２５０は、アプリケーション動作部４００からの表示画
面情報を受信すると共に、上述の表示制御部２１０に出力する。
【００６２】
　モード変更部２６０は、通常モードと省電モードとにモード切り替え可能に構成される
。モード変更部２６０は、変形検知部２３０により検知されたボディ部２の変形に応じて
、通常モードから省電モード、又は、省電モードをから通常モードに切り替える。
　また、更には、モード変更部２６０は、上記検知したボディ部２の変形態様及び姿勢検
知部２４０により検知されたボディ部２の姿勢に応じて、モード切替を行う。
　モード変更部２６０は、変形検知部２３０からの情報及び姿勢検知部２４０からの情報
に基づいて、モード切替を行う。
　モード変更部２６０は、本実施形態において、図９に示す検知内容－制御内容テーブル
５２５を参照して、モード切替を行う。
　また、モード変更部２６０は、モード切替を行った旨の情報、及び表示制御の情報を上
述の表示制御部２１０に出力する。
【００６３】
　メモリ３００は、複数のアプリケーションプログラムを記憶する。メモリ３００は、着
脱可能な外部メモリを兼ねていてもよい。
　また、メモリ３００は、変形情報記憶部３１０と、検知内容―制御内容テーブル記憶部
３２０とを含む。
【００６４】
　変形情報記憶部３１０は、変形検出部１５０からの検出結果情報（変形位置、変形度の
情報）と、変形態様とが関連付けて記憶される検出情報－変形態様テーブル（不図示）を
記憶する。変形情報記憶部３１０に記憶される検出情報－変形態様テーブルは、変形検知
部２３０に参照される。
【００６５】
　検知内容―制御内容テーブル記憶部３２０は、検知内容―制御内容テーブル３２５を記
憶する。
　図９に示すように、検知内容―制御内容テーブル３２５は、検知内容と制御内容とが関
連付けて格納されたテーブルである。
　検知内容―制御内容テーブル３２５は、変形検知部２３０や姿勢検知部２４０により検
知された検知内容と、検知内容に対応してアプリケーション制御部２５０、モード制御部
２６や表示制御部２１０により行われる制御内容とを関連付けて格納する。
【００６６】
　検知内容には、「状態」、「姿勢」、及び「変形態様」が設定される。
　「状態」には、携帯電話機１における状態の情報であって、待ち受け状態、着信状態、
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アプリケーション動作中、通常モード／省電モード等の状態に関する情報が設定される。
　「姿勢」には、ボディ部２における姿勢の情報であって、縦、横の情報が設定される。
　「変形態様」には、ボディ部２における変形態様の情報であって、湾曲や折り曲げ等の
情報が設定される。
【００６７】
　また、制御内容には、「動作」や「表示制御」が設定される。
　「動作」には、アプリケーションの起動（アプリケーションの特定も含む）、ロック機
能の設定／解除、受話、表示態様変更のための処理内容（拡大表示／縮小表示、ページ送
り／戻し（スクロール含む））、モード切替等の動作内容に関する情報が設定される。
　「表示制御」には、フレキシブルディスプレイ１１に対して行われる表示制御の情報で
あって、変更表示される画面（起動されるアプリケーションの画面）、表示態様、表示状
態の情報が設定される。
【００６８】
　ここで、検知内容―制御内容テーブル３２５について携帯電話機１における動作も含め
て簡易に説明する。以下、検知内容―制御内容テーブル３２５におる上段から順に簡易に
説明する。
【００６９】
　待ち受け状態であって、ボディ部２が縦姿勢の状態で水平方向に湾曲された場合、携帯
電話機１は、メールアプリケーションを起動させ、表示面１１ａにおける表示画面を待受
画面からメールアプリケーションの画面に変更させる。
【００７０】
　また、待ち受け状態であって、ボディ部２が縦姿勢の状態で下方角部両方が折り曲げら
れた場合、携帯電話機１は、上記と同様にメールアプリケーションを起動させ、表示面１
１ａにおける表示画面を待受画面からメールアプリケーションの画面に変更させる。
【００７１】
　続けて、待ち受け状態であって、ボディ部２が横姿勢の状態で上方角部（一方で可）が
折り曲げられた場合、携帯電話機１は、カメラアプリケーションを起動させ、表示面１１
ａにおける表示画面を待受画面からカメラアプリケーションの画面に変更させる。
【００７２】
　また、待ち受け状態であって、ボディ部２が横姿勢の状態で水平方向に湾曲された場合
、携帯電話機１は、テレビアプリケーションを起動させ、表示面１１ａにおける表示画面
を待受画面からテレビアプリケーションの画面に変更させる。
【００７３】
　また、待ち受け状態であって、ボディ部２が縦姿勢の状態で垂直方向に湾曲された場合
、携帯電話機１は、アドレス帳アプリケーションを起動させ、表示面１１ａにおける表示
画面を待受画面からアドレス帳アプリケーションの画面に変更させる。
【００７４】
　また、待ち受け状態であって、ボディ部２が縦姿勢の状態で垂直方向に２回連続して湾
曲された場合、携帯電話機１は、ロック機能アプリケーションを起動させ、表示面１１ａ
における表示画面を待受画面からロック機能設定／解除の画面に変更させる。
【００７５】
　また、着信状態（通話アプリケーションが動作中）であって、ボディ部２が縦姿勢の状
態で垂直方向に湾曲された場合、携帯電話機１は、受話処理を行ない、表示面１１ａに表
示される表示画面を着信画面から受話画面（通話画面）に変更させる。
【００７６】
　また、所定のアプリケーションが動作中であって、ボディ部２が縦又は横姿勢の状態で
上方角部が折り曲げられた場合、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面を拡大
表示／縮小表示させる。
【００７７】
　また、特定のアプリケーションが動作中であって、ボディ部２が縦又は横姿勢の状態で
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上方角部が折り曲げられた場合、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面をペー
ジ送り／戻し（スクロール含む）させる。
【００７８】
　また、通常モード又は省電モードであって、ボディ部２が縦又は横姿勢の状態で対角に
ある角部の双方が折り曲げられた場合、携帯電話機１は、表示面１１ａを表示状態／非表
示状態に切り替える。
【００７９】
　ここで、上述の通り、異なる変形態様により、１つのアプリケーションを起動させるよ
う設定されていてもよい。
　また、検知内容―制御内容テーブル３２５において、設定される検知内容や制御内容は
、適宜変更されてもよい。例えば、ユーザが変形態様とアプリケーションとを組み合わせ
て独自に設定してもよい。
【００８０】
　アプリケーション動作部４００は、アプリケーションを動作させる。アプリケーション
動作部４００は、アプリケーション制御部２５０からの制御に基づいて、所定のアプリケ
ーションを動作させる。アプリケーション動作部４００は、所定のアプリケーションを動
作させると共に、表示制御に関する情報（画面情報等）を表示制御部２１０に出力する。
【００８１】
　続けて、図１０から図１５Ｃにより、携帯電話機１における動作について説明する。
　図１０は、携帯電話機１における動作の概要を説明するフローチャートである。図１１
Ａは、携帯電話機１を第１変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である。図１
１Ｂは、携帯電話機１における第1変形態様を説明する模式図である。図１１Ｃは、携帯
電話機１を第1変形態様に変形させることでメールアプリケーションが起動された状態を
説明する図である。図１２Ａは、携帯電話機１を第２変形態様に変形させるユーザの動作
を説明する図である。図１２Ｂは、携帯電話機１における第２変形態様を説明する模式図
である。図１２Ｃは、携帯電話機１を第２変形態様に変形させることでカメラアプリケー
ションが起動された状態を説明する図である。図１３Ａは、携帯電話機１を第３変形態様
に変形させるユーザの動作を説明する図である。図１３Ｂは、携帯電話機１における第３
変形態様を説明する模式図である。図１３Ｃは、携帯電話機１を第３変形態様に変形させ
ることで受話処理された状態を説明する図である。図１４Ａは、携帯電話機１を第４変形
態様に変形させるユーザの動作を説明する図である。図１４Ｂは、携帯電話機１における
第４変形態様を説明する模式図である。図１４Ｃは、携帯電話機１を第４変形態様に変形
させることで表示態様が拡大表示態様になった状態を説明する図である。図１５Ａは、携
帯電話機１を第５変形態様に変形させるユーザの動作を説明する図である。図１５Ｂは、
携帯電話機１における第５変形態様を説明する模式図である。図１５Ｃは、携帯電話機１
を第５変形態様に変形させることで省電モードから通常モード（待受画面表示）になった
状態を説明する図である。
【００８２】
　図１０により、携帯電話機１における動作の概要について説明する。
　図１０に示すように、まず、ステップＳＴ１において、ＣＰＵ２００（変形検知部２３
０）は、変形検出部１５０からの検出結果情報に基づいて、ボディ部２が変形したことを
検知する。
　ボディ部２における変形が検知された場合（ＳＴ１，ＹＥＳ）、ＣＰＵ２００は、処理
をステップＳＴ２に進める。
　ボディ部２における変形が検知されない場合（ＳＴ１，ＮＯ）、ＣＰＵ２００は、処理
をステップＳＴ１の前に戻す。
【００８３】
　次いで、ステップＳＴ２において、ＣＰＵ２００（変形検知部２３０）は、変形情報記
憶部３１０に記憶される検出情報－変形態様テーブル（不図示）を参照して、変形検出部
１５０からの検出結果情報に基づいて、ボディ部２における変形態様を検知する。
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【００８４】
　続けて、ステップＳＴ３において、ＣＰＵ２００（姿勢検知部２４０）は、加速度セン
サ１６０からの検出結果情報に基づいて、ボディ部２における姿勢を検知する。
【００８５】
　続けて、ステップＳＴ４において、ＣＰＵ２００は、検知内容－制御内容テーブル３２
５を参照して、検知したボディ部２の変形態様及び姿勢に基づいて、検知内容に対応する
制御が設定されているか判定する。
【００８６】
　対応する制御が設定されている場合（ＳＴ４，ＹＥＳ）、ＣＰＵ２００は、処理をステ
ップＳＴ５に進める。
　対応する制御が設定されていない場合（ＳＴ４，ＮＯ）、ＣＰＵ２００は、処理をステ
ップＳＴ１の前に戻す。
【００８７】
　続けて、ステップＳＴ５において、ＣＰＵ２００は、設定された制御（表示制御）を行
う。
　以下、図１１Ａから図１５Ｃに基づいて、携帯電話機１における動作の具体例について
説明する。
【００８８】
　まず、図１１Ａから図１１Ｃにより、携帯電話機１を第１変形態様に変形させることで
メールアプリケーションが起動された状態を説明する。
　図１１Ａに示すように、ユーザは、待ち受け状態の携帯電話機１（ボディ部２）を、筐
体長手方向を基準として縦姿勢となるように持つと共に、人差し指と薬指とで水平方向外
側（左右）を裏面２Ｂから保持し、親指で表面２Ａ側から押すようにして携帯電話機１（
ボディ部２）を変形させる。
　これにより、図１１Ｂに示すように、携帯電話機１は、ボディ部２（フレキシブルディ
スプレイ１１）が水平方向において湾曲するように変形される（第１変形態様）。
　この場合、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（アプリケーション制御部２５０）は
、アプリケーション動作部４００にメールアプリケーションを起動させる。
　そして、図１１Ｃに示すように、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（表示制御部２
１０）は、表示画面を、待受画面からメールアプリケーションの画面に変更するようフレ
キシブルディスプレイ１１に対して表示制御する。
　これにより、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面を待受画面からメールア
プリケーションの画面に変更する。
【００８９】
　次いで、図１２Ａから図１２Ｃにより、携帯電話機１を第２変形態様に変形させること
でカメラアプリケーションが起動された状態を説明する。
　図１２Ａに示すように、ユーザは、待ち受け状態の携帯電話機１（ボディ部２）を、筐
体長手方向を基準として横姿勢となるように持つと共に、人差し指で裏面２Ｂ側から押す
ようにして携帯電話機１（ボディ部２）を変形させる。
　これにより、図１２Ｂに示すように、携帯電話機１は、ボディ部２（フレキシブルディ
スプレイ１１）が上方角部（右上の角部）が折れ曲がるようにして変形される（第２変形
態様）。
　この場合、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（アプリケーション制御部２５０）は
、アプリケーション動作部４００にカメラアプリケーションを起動させる。
　そして、図１２Ｃに示すように、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（表示制御部２
１０）は、表示画面を、待受画面からカメラアプリケーションの画面に変更するようフレ
キシブルディスプレイ１１に対して表示制御する。
　これにより、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面を待受画面からカメラア
プリケーションの画面に変更する。
【００９０】



(16) JP 2012-199697 A 2012.10.18

10

20

30

40

50

　続けて、図１３Ａから図１３Ｃにより、携帯電話機１を第３変形態様に変形させること
で受話処理された状態を説明する。
　図１３Ａに示すように、ユーザは、着信状態の携帯電話機１（ボディ部２）を、筐体長
手方向を基準として縦姿勢となるように持つと共に、人差し指と薬指とで垂直平方向外側
（上下）を裏面２Ｂから保持し、親指で表面２Ａ側から押すようにして携帯電話機１（ボ
ディ部２）を変形させる。
　これにより、図１３Ｂに示すように、携帯電話機１は、ボディ部２（フレキシブルディ
スプレイ１１）が垂直方向において湾曲するように変形される（第３変形態様）。
　この場合、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（アプリケーション制御部２５０）は
、アプリケーション動作部４００に受話処理させる。
　そして、図１３Ｃに示すように、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（表示制御部２
１０）は、表示画面を、着信画面から通話画面に変更するようフレキシブルディスプレイ
１１に対して表示制御する。
　これにより、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面を着信画面から通話画面
に変更する。
【００９１】
　続けて、図１４Ａから図１４Ｃにより、携帯電話機１を第４変形態様に変形させること
で表示態様が拡大表示態様になった状態を説明する。
　図１４Ａに示すように、ユーザは、メールアプリケーションが動作中の携帯電話機１（
ボディ部２）を、筐体長手方向を基準として縦姿勢となるように持つと共に、人差し指で
裏面２Ｂ側から押すようにして携帯電話機１（ボディ部２）を変形させる。
　これにより、図１４Ｂに示すように、携帯電話機１は、ボディ部２（フレキシブルディ
スプレイ１１）が上方角部（右上の角部）が折れ曲がるようにして変形される（第４変形
態様）。
　そして、図１４Ｃに示すように、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（表示制御部２
１０）は、表示画面を拡大表示／縮小表示するようフレキシブルディスプレイ１１に対し
て表示制御する。
　これにより、携帯電話機１は、表示面１１ａに表示される画面を拡大表示態様／縮小表
示態様に変更する。
【００９２】
　続けて、図１５Ａから図１５Ｃにより、携帯電話機１を第５変形態様に変形させること
で省電モードから通常モード（待受画面表示）になった状態を説明する。
　図１５Ａに示すように、ユーザは、省電モードの携帯電話機１（ボディ部２）を、筐体
長手方向を基準として縦姿勢となるように持つと共に、手のひらで裏面２Ｂから保持し、
親指と小指とで握るようにして携帯電話機１（ボディ部２）を変形させる。
　これにより、図１５Ｂに示すように、携帯電話機１は、ボディ部２（フレキシブルディ
スプレイ１１）が対角にある角部の双方が折り曲がるように変形される（第５変形態様）
。
　この場合、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（モード変更部２６０）は、各電子部
品の設定を省電力設定とした省電モードから省電力設定を解除した通常モードにモードを
切り替える。
　そして、図１５Ｃに示すように、携帯電話機１において、ＣＰＵ２００（表示制御部２
１０）は、フレキシブルディスプレイ１１を非表示状態から表示状態に切り替えるよう表
示制御する。
　これにより、携帯電話機１は、表示面１１ａを非表示状態から待受画面が表示された表
示状態に変更する。
【００９３】
　本実施形態によれば、携帯電話機１は、外部から目立たない操作手段を有することがで
きる。
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、外観に電源やモードの切替のための物理
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キーが配置されない構成をとることができる。
　これにより、携帯電話機１は、美観に優れた構成となる。
　また、物理キーに必要な部品等が必要ないため、携帯電話機１は、コンパクト化するこ
とができる。
【００９４】
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、変形可能なボディ部を有する。ボディ部
２は、フレキシブルディスプレイ１１や変形可能な筐体３とを有して構成され、湾曲や折
り曲げ等の変形可能に構成される。
　そして、携帯電話機１は、ボディ部が変形されることで、変形態様に対応したアプリケ
ーションを起動させる。
　また、携帯電話機１は、ボディ部が変形されることで、省電力モードと通常モードとに
モード切替ができる。
　また、携帯電話機１は、ボディ部が変形されることで、表示態様を拡大／縮小表示等に
変更することができる。
　これにより、携帯電話機１は、簡易で直感的な操作が可能に構成される。本実施形態に
おける携帯電話機１は、上述の動作において、フレキシブルタッチパネルからの入力も不
要である。
【００９５】
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、ボディ部の変形態様だけでなく、ボディ
部における姿勢も検知可能に構成される。
　これにより、携帯電話機１は、ボディ部の姿勢と変形態様とを組み見合わせることで、
直感的な操作のバリエーションを増やすことができるように構成される。
【００９６】
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、ボディ部の変形により所望のアプリケー
ションを起動等させることができるので、例えば、表示画面を待受画面から起動したアプ
リケーションの画面に変更するよう、フレキシブルディスプレイ１１を表示制御すること
ができる。
　これにより、携帯電話機１は、ボディ部の変形に応じて、所定の表示制御をフレキシブ
ルディスプレイ１１に対して行うことができる。
　これにより、携帯電話機１は、ボディ部を変形させることで、所望のアプリケーション
の画面を表示させることができる。
　また、携帯電話機１は、ボディ部を変形させることで、省電モードから通常モードに復
帰させることができる。
　また、携帯電話機１は、ボディ部を変形させることで、拡大／縮小表示等の表示態様の
変更をさせることができる。
【００９７】
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、フレキシブルタッチパネルを有すると共
に、フレキシブルタッチパネルからの入力を受け付けたときにボディ部が変形されている
場合には、フレキシブルタッチパネルからの入力を無効とする。
　これにより、携帯電話機１は、不正確な入力受付を無効にすることができ、フレキシブ
ルタッチパネルからの入力における正確性を維持できる。
【００９８】
　また、本実施形態によれば、筐体は、可撓性を有さない複数の筐体片と、複数の筐体片
を該筐体が変形可能に接合する可動接合部とを有して構成される。
　これにより、携帯電話機１は、所定の変形態様に変形可能に構成される。
【００９９】
　また、本実施形態によれば、筐体は、複数の筐体片同士が隙間部を有して配置されるこ
とで構成される。
　これにより、携帯電話機１は、可撓性を有しない筐体片により構成されながら全体とし
て変形可能な筐体を有する。
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【０１００】
　また、本実施形態によれば、携帯電話機１は、ボディ部の内部に収容配置され、筐体片
同士の隙間を介して外部に発光した光が視認可能なように配置された発光部を備える。
　これにより、携帯電話機１は、隙間部を介して発光された光により、ユーザに着信等を
報知できる。また、携帯電話機１は、筐体片と隙間に導光された光にとにより、美観に優
れた外観を実現できる。
【０１０１】
　また、本実施形態によれば、電子部品は、筐体片に収容されるように配置される。
　これにより、携帯電話機１は、ボディ部における変形と、電子部品の破損抑制とを両立
できる。
【０１０２】
　また、本実施形態によれば、体積が大きく重量も大きなバッテリは、ボディ部における
中央部に配置される。
　これにより、携帯電話機１は、好適な重量バランスで構成される。
【０１０３】
　以上、本発明の実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に制限される
ものではなく、適宜変更が可能である。
　また、本実施形態において、携帯電話機１について説明したが、電子機器は、これに限
定されず、例えば、デジタルカメラ、ＰＨＳ（登録商標；Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙ
　ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉ
ｓｔａｎｔ）、ポータブルナビゲーション装置、パソコン、ノートパソコン、携帯ゲーム
装置等であってもよい。
【０１０４】
　また、本実施形態において、筐体３は、図２示す構成（筐体片の数、形状、隙間等）で
あるが、これに限定されず、所望の変形形態に応じて、筐体片の数、形状、隙間の幅等を
設定できる。
【０１０５】
　また、本実施形態において、待受画面は、発着信を待ち受ける画面であるだけではなく
、アプリケーションの起動を待ち受ける画面でもある。
【０１０６】
　また、本実施形態において、携帯電話機１は、長手方向における一方にマイクが配置さ
れ、他方にスピーカが配置された構成であるが、この構成に限定されない。
　例えば、携帯電話機１は、長手方向における両方にスピーカが配置され、マイクが裏面
に配置される（長手方向のどちら側に向けて声を出しても声をひろうよう）構成であって
もよい。つまり、携帯電話機１は、長手方向において、向き（配置）が限定されない構成
とすることができる。
　この場合、携帯電話機１は、加速度センサからの情報により垂直方向における上下を検
知して、垂直方向上側のスピーカを機能させると共に、画面の向きを調整する表示制御を
フレキシブルディスプレイ１１に対して行う構成としてもよい。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　　　携帯電話機（携帯電子機器）
　２　　　ボディ部  
　２Ａ　　表面
　２Ａ　　裏面
　３　　　筐体
　１１　　フレキシブルディスプレイ
　１１ａ　表示面
　１２　　フレキシブルタッチパネル
　１５　　保護パネル
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　１６　　フレキシブルプリント基板
　１７　　ラバーシート部（柔軟性シート状部材）
　２５　　発光部
　３０ａ　筐体片
　３０ｂ　筐体片
　３０ｃ　筐体片
　３０ｄ　筐体片
　３５　　隙間部
　４０　　可動接合部
　１５０　変形検出部
　１６０　加速度センサ
　２００　ＣＰＵ（制御部）
　２１０　表示制御部
　２２０　入力受付部
　２３０　変形検知部
　２４０　姿勢検知部
　２５０　アプリケーション制御部
　２６０　モード変更部
　３００　メモリ
　３２５　検知内容－変形内容テーブル
　４００　アプリケーション動作部

【図１】 【図２】
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